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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

１ これまでの取り組み

平成19年 新景観政策 ５つの柱の一つとして、京都市眺望景観創生条例を制定

背景：・視点場ー視対象間の中間領域における規制がなく、中間領域における建築等により優れた眺
望景観や借景が失われつつあった。

内容：・京都市眺望景観創生条例を制定、眺望景観を８つの類型に分類し、合計38か所の視点場を指
定。

・眺望景観保全地域（眺望空間保全区域、近景デザイン保全区域、遠景デザイン保全区域）を
指定、標高規制や視点場から視認される部分のデザイン規制を規定。

平成23年 新景観政策の進化 規制範囲や対象の変更、京都市眺望景観創生条例の一部改正

平成30年 社寺等及びその周辺の歴史的景観の保全
京都市眺望景観創生条例改正、デザインレビュー制度創設、眺望類型を追加

背景： ・景観規制内であっても歴史的景観に大きな影響を及ぼす開発事例や、関係者間の対話不足が
課題として顕在化していた。

内容：・新しい眺望類型として、「境内地周辺の眺め」を指定。視点場として新たに参道を指定。
・視点場38か所→49か所（境内の眺め10か所、見晴らしの眺め1か所追加）
・建築計画等が歴史的景観に与える影響を最小限に抑え、より良い計画へと導くための適切な
助言プロセスとして、専門家も交えた「事前協議（景観デザインレビュー）」制度（平成30
年10月より施行）を導入。27箇所の視点場周辺で事前協議を規定。

令和5年 眺望景観創生条例に基づく事前協議等に関する実施要綱 制定

背景：・デザインレビュー制度の更なる充実として、専門家協議の対象を明確化するとともに、世界
遺産周辺における優れた眺望景観の更なる保全と創出を図るために要綱を制定。

内容：・専門家協議の実施について、構想段階での協議に加え、設計段階での協議を規定。
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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

２ 京都市の眺望景観の類型

①境内の眺め
「金閣寺」

④水辺の眺め
「疏水」

⑥山並みへの眺め
「桂川左岸からの西山」

⑦「しるし」への眺め
「賀茂川右岸からの「大文字」」

⑧見晴らしの眺め
「鴨川に架かる橋からの鴨川」

⑨見下ろしの眺め
「大文字山から市街地」

⑤庭園からの眺め
「円通寺」

③通りの眺め
「産寧坂伝統的建造物群保存地区

内の通り」

27箇所指定 4箇所指定

2箇所指定 2箇所指定 3箇所指定

8箇所指定 2箇所指定 1箇所指定

②境内地周辺の眺め
「金閣寺（参道）」

①境内の眺めのうち23箇所に指定
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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

３ 眺望保全の状況

＜眺望空間保全区域の認定件数の推移＞ ＜近景・遠景デザイン保全区域の届出件数の推移＞

約２００～３００件/年 約３００～４００件/年



■協議の対象 ※建築物のみを記載

■協議を行う観点
自然、歴史的資産、町並み、伝統、文化等の地域ごとの景観特性を共有し、協議によって
地域特性に応じた優れたデザインの実現を図る。
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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

４ デザインレビュー制度の概要

■制度概要
４９視点場のうち、世界遺産をはじめとする２７箇所の社寺等の周辺で建築等を行う場合、
景観に関する手続きの前（構想段階）に、京都市と協議することを定めた制度。

対象区域の種別 対象行為

左記のうち専門家協議の対象となる行為

構想段階 設計段階

歴史的景観
アドバイザーとの協議

美観風致審議会との協議

Ａ 視点場（境内）

新築又は増築

①地階を除く床面積が
500㎡※を超える場合

（建築物が一部でも対象区域に
入っていれば必要となります）

②高さが10ｍを超える
建築物

③優れた眺望景観を創生
するために市長が必要
と認めるもの

①視点場（１）から（14）
のうち、地階を除く床面積
が2,000㎡※を超える場合

（建築物が一部でも対象区域に入っ
て入れば必要となります）

②視点場からの眺望に著し
く影響を及ぼすおそれがあ
ると市長が認めるもの

Ｂ 視点場（参道等）

Ｃ 視点場（境内）
から30ｍの範囲

Ｄ
視点場（参道等）
から20ｍ又は
30ｍの範囲

Ｅ 視点場（境内）
から500ｍの範囲

床面積
2,000㎡以上

の新築又は増築※

視点場との関係において優れ
た眺望景観を創生するために
市長が必要と認めるもの

視点場からの眺望に著しく影響
を及ぼすおそれがあると市長が
認めるもの
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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

４ デザインレビュー制度の概要〈協議の流れ〉

１ 事前協議申出書の提出

・計画内容及び所在地・規模・用途・周辺の
歴史的資産等から、協議方法を決定する。

パターン①：専門家を交えた協議
※ 眺望への影響が大きい場合
①－１ 構想段階における

歴史的アドバイザーとの協議
①－２ 構想段階協議に加え、設計段階に

おける美観風致審議会との協議

パターン②：京都市との協議
※ 眺望への影響が小さい場合
②－１ 対面協議
②－２ 書面協議
②－３ 協議書の交付

・申出様式の中で、「当該地域の景観上の特
性について」、「配慮した事項について」
を記載いただいている。
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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

４ デザインレビュー制度の概要〈協議の流れ〉

２ 協議の実施

視点場に近接し、一定規模以上の計画の場合若しくは眺望への影響が大きい場合には、専門
家を交えた協議を開催。計画地の歴史や周辺の景観特性を共有し、どのような配慮が必要か
を協議する。
歴史的景観アドバイザー：建築・景観・文化・建築史・ランドスケープ等の専門家により構成。

①ー１ 歴史的景観アドバイザーとの協議

アドバイザー

関係課
申出者

ホワイトボード

▲構想段階における専門家協議のイメージ

「計画地周辺の読み解きと見解」
を作成・申出者へ共有

※ 計画地周辺の景観特性や、計画において
京都市から確認したいことをまとめた資料

協議の実施

・申出者・専門家・京都市の３者で
協議を行う
・原則、対面開催
・協議時間は１時間／件
・協議内容は都度、ホワイトボード
に記載し、視覚的に共有を図る。

・関係課も出席し、後の手続きにも
協議内容を活かしている。

パターン① 専門家を交えた協議 実際に協議を行った事例は
別紙（委員限り）のとおり



8

「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

４ デザインレビュー制度の概要〈協議の流れ〉

計画地周辺の景観特性や計画に対する確認事項を書面にまとめ、それをもとに申出者・京都
市の２者で対面での協議を行う。

②ー１ 対面協議

②ー２ 書面協議

計画地周辺の景観特性や計画に対する確認事項を書類にまとめ、確認事項を書面で回答を求
める。

②ー３ 協議書の交付

①ー２ 美観風致審議会専門小委員会との協議

世界遺産に近接し、一定規模以上の計画の場合は、構想段階での協議に加え、美観風致審議
会専門小委員会にて設計段階での協議を実施。構想段階での協議内容を踏まえた意匠のあり
方や、世界遺産周辺におけるデザイン上の配慮等について協議する。

パターン① 専門家を交えた協議

パターン② 京都市との協議
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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

４ デザインレビュー制度の概要〈協議の流れ〉

３ 協議書の作成・交付

協議内容をもとに協議事項をまとめた協議書を作成し、申出者に交付。

●計画地周辺の景観特性を記載
京都市景観計画、視点場からの眺望、文献や古
地図の情報、町並みなどをもとに、申請場所の
景観特性をまとめている。

４ 反映状況の確認

景観等の申請前に、協議事項に対する検討結果を報告いただき、反映状況の確認を実施。
アドバイザー協議を行った案件は、年度末に歴史的景観アドバイザー委員へ結果を報告。

▲協議書記載内容の例

●協議内容を記載
景観特性から、配慮すべき事項をまとめている。

協議事項の例
・視点場から視認される部分については周辺と調和を
図ること
・通り景観に対して計画建築物がどのように見えるか
の検証を行ったうえで計画すること。
・京町家の材質やスケール感の踏襲する等の工夫を行
うこと
・周辺と連続した塀や植栽の検討を行うこと
・樹種の選定に当たっては周辺の植生を調査のうえ決
定すること など
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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

５ 景観デザインレビューの実績（令和７年度末時点）

用途ごとの協議件数

差し替え要

用途又は対象行為 合計
協議区域区分内訳

A B C D E

建
築
物

ホテル・旅館・簡易宿泊所 45 (23) 0 0 3 (2) 8 (7) 34 (14)

一戸建て専用住宅・一戸建て兼用住宅 125 (2) 0 0 86 38 (2) 1

共同住宅・長屋 79 (16) 0 0 9 (6) 4 (2) 66 (8)

店舗・飲食店・商業施設 22 (6) 0 0 7 (2) 10 (2) 5 (2)

学校 13 (5) 0 0 6 (2) 3 (2) 4 (1)

寺院等 15 12 0 3 0 0

事務所 13 (3) 1 0 2 (2) 2 8 (1)

寄宿舎・老人ホーム・病院・児童福祉施設等 14 (2) 0 0 2 2 (1) 10 (1)

幼稚園・保育所 4 (2) 0 0 2 (1) 2 (1) 0

劇場 4 (2) 0 0 2 0 2 (2)

その他（バス停、倉庫等） 26 (1) 8 (1) 3 8 5 2

建築物小計 360 (62) 21 (1) 3 130 (15) 74 (17) 132 (29)

工
作
物

①駐車場施設 38 0 0 8 7 23

②自動車車庫 0 0 0 0 0 0

③柵・擁壁等 135 14 0 20 (1) 9 92

④電柱・舗装の表層 29 0 9 5 4 11

⑤公衆電話等 1 0 0 1 0 0

⑥街灯・バス停留所・道路標識 4 0 0 0 0 4

⑦橋りょう 0 0 0 0 0 0

⑧堰・堤防・護岸 0 0 0 0 0 0

⑨高架の鉄道又は道路 0 0 0 0 0 0

工作物小計 207 (1) 14 9 34 (1) 20 130

総計 567 (63) 35 (1) 12 164 (16) 94 (17) 262 (29)

※（）の数値は歴史的景観アドバイザー協議実施件数を示す。区域区分はp.5の模式図の区分による。
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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

５ 景観デザインレビューの実績（令和７年度末時点）

視点場ごとの協議件数
視点場 合計 建築物 工作物

1 賀茂別雷神社（上賀茂神社） 16 7 (3) 9

2 賀茂御祖神社（下鴨神社） 25 20 5

3 教王護国寺（東寺） 31 25 (4) 6

4 清水寺 26 12 (3) 14

5 醍醐寺 16 14 2

6 仁和寺 18 4 (1) 14

7 高山寺 4 0 4

8 西芳寺 10 0 10(1)

9 天龍寺 18 2 16

10 鹿苑寺（金閣寺） 19 11 (1) 8

11 慈照寺（銀閣寺） 5 3 2

12 龍安寺 1 0 1

13 本願寺（西本願寺） 22 18 (5) 4

14 二条城 48 43 (9) 5

15 京都御苑 72 53 (10) 19

16 修学院離宮 13 4 9

17 桂離宮 12 9 3

18 北野天満宮 16 9 7

19 知恩院 22 13 (2) 9

20 建仁寺 19 14 (5) 5

21 東福寺 26 14 (1) 12

22 南禅寺 13 5 (4) 8

23 大徳寺 27 15 (1) 12

24 妙心寺 17 15 (1) 2

25 相国寺 15 10 (3) 5

26 真宗本廟（東本願寺） 41 32 (6) 9

27 平安神宮 15 8 (3) 7

合計 567 360 (62) 207(1)

※（）の数値は歴史的景観アドバイザー協議実施件数を示す。
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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

６ デザインレビューに関連する取組

■ プロファイルの作成・公表

◆ 本編
歴史的資産の価値や特徴、周辺の景観特性、町の成り立ちを
まとめた資料。
・核となる社寺とその周辺の概要
・エリアの土地利用の変遷、周辺地域の成り立ち
・社寺等における歴史的資産と守っていきたい眺め
・社寺周辺における歴史的資産の状況
等を掲載。

再掲

◆ 町並み版
歴史的資産周辺を景観特性ごとにエリア分けし、町並みの
特徴、景観形成の方針、建築計画等に求める配慮事項など
をまとめた資料。
・歴史的資産からの眺望
・周辺の町並み
・歴史や景観の特徴
等を掲載。
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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

６ デザインレビューに関連する取り組み

■ プロファイルの作成・公表

■ 景観情報共有システムの公表

景観に関する都市計画規制等の情報に加え、景観を形
成していくうえで有用な各種情報を地図空間情報とし
て集積・発信するシステムを公開。

地域の景観や歴史、文化の核となる以下の情報を掲載。
・景観重要建造物等の指定建造物
・国宝、重要文化財、指定登録文化財
・京都を彩る建物や庭園
・区民誇りの木、保存樹
・京都景観賞受賞作品 等

再掲

◆ 協働版
自治連合会等と協力し、学区単位の地域で大切にしている
景観・文化・伝統を調査し、まとめた資料。
住民等へのヒアリングやまち歩き、地域行事への取材など
の情報収集を行い、地域の方の生の声を「吹き出し」とい
う形式で紹介している。
協力いただいた地域の方からは好評をいただいている。
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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

７ 景観デザインレビューの効果の検証

■ 反映が多い項目

・塀等の外構や植栽等に関する反映が多い。

・計画は変更しないものの、視点場からの視認性等の検証を追加で実施され、その結果を踏
まえて判断を行っている事例もある。

■ 反映いただけない場合の理由の例

・予算の都合や事業性の理由から反映されない意見もある。
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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

７ 景観デザインレビューの効果の検証

関係者へのヒアリング

■歴史的景観アドバイザーからの声

・京都らしい景観を深堀し、新しいデザインを京都のコンテクストと結びつけ
る場として機能している。

制度の
効果
について

・一緒にデザインを考えていこう、というスタンスにより、フラットな関係性
での議論を通じて地域特性やコミュニティへの理解を深める場となっている。

・特に府外の事業者に対し、京都では地区の界わい性や場所性への検討が重要
であることを伝えることができる制度である。

・デザインレビューを実施した結果、どういうデザインになったかを含め、良
し悪しを確認する機会が少なく、効果の検証がしにくい。

・歴史的文脈や地域特性を読み解き、計画に活かすことの難しさがある。特に、
近隣に引用する町並みが残っていない場合に、安易な京都らしさではなく、
現代の京都らしさ、地区らしさを追求するための明確な判断基準がない。

・デザインレビューで蓄積された議論等をアーカイブ化して公開できる仕組み
を構築してはどうか。

・プロファイルの作成に当たっては、文化的景観の概念などを取り入れ、過去
から現代にわたるまで、総合的な情報を集約する資料を作成してはどうか。

課題や
展望
について

・設計者が周辺への配慮を意識し過ぎて、創造的なデザインを検討されておら
ず、残念なケースが多い。
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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

７ 景観デザインレビューの効果の検証

関係者へのヒアリング

■景観デザインレビューを実施した事業者・設計者からの声

◆ プロファイルについて
・計画地の特徴を理解するうえで役立った。資料があることで景観特性が理解しやすかった。
資料がないと一から調べることになるため、ありがたい。

◆ 歴史的景観アドバイザー協議について
・周辺の景観の特性に関する意見を頂戴し、再認識した部分が多く、建設的な協議であった。
・対面開催の方が、アドバイザーの意見の意図を汲み取りやすいため、協議しやすい。
・出てきた意見に対してその場で考えを回答することで、何を配慮すればよいかが議論しや
すかった。

・事業者としては、類似事例の協議内容があらかじめ公表されている方が対応しやすい。
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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

８ 今後の施策の在り方について

■ デザインレビュー制度の課題

課題３ 協議内容の反映に差が生じている

・ 建物自体の規模や意匠に関する事項は、事業の採算上、反映してもらえないケースが多
い。

・ 周辺への配慮やコンテクストを読み解いた創造的なデザインがもたらす価値が事業者等
に十分に認識されていない。

⇒デザインレビュー制度と連動した誘導施策の検討、景観に対する意識醸成

課題１ 読み解かれたコンテクストや配慮事項を共有するなどの事例の積上げが必要

・ プロファイルでエリアの情報を発信しているが、敷地単位の細かいケースで、過去に実
際に設計者がコンテクストを読み解いた事例等は発信できていない。

⇒過去の計画で読みとかれたコンテクストや協議内容等の発信

課題２ 協議内容を計画に落とし込む際の具体的手法など、デザインの手がかりが少ない

・ コンテクストを読み解くことができても、実際にどうデザインに落とし込めばいいか分
からないケースが多い。

⇒優良なデザイン事例を共有、優良デザイン促進制度などを活用
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「眺望景観や借景の保全創出」のふりかえり（H19新景観政策の5つの柱）

８ 今後の施策の在り方について

■ 今後の施策（案）

過去に読み解いた敷地（事例）のコンテクストや協議内容の公開

＜概要＞
・協議書や専門家協議の内容を、視点場毎に
アーカイブ化して公開。

・過去の協議内容から、周辺への配慮に関す
る読み解きのヒントが得られるようにする。

＜配慮事項など＞
・協議内容が反映された結果（建物のデザイ
ン等）やコンテクストの読み解きの経過も
公開することができないか検討が必要

・情報を積み重ねることで新しいコンテクス
トが生み出される可能性も視野に入れる。

共有／支援

デザインレビュー制度の発展

＜概要＞
・デザインレビュー制度のスキームや成果を
基に、眺望保全以外の観点についても対応
できるよう施策展開を行う。（対象の拡大、
現行制度を包含できる新制度への移行）

＜配慮事項など＞
・事業完了後に、有識者会議等で配慮事項と
結果をフィードバック

・配慮事項へのアプローチ手法の例示が必要
・アドバイザーの体制整備、外観の誘導を実
現する基準の検討

規制充実／プロセス充実
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